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福岡県立 浮羽工業 高等学校

自己評価

結果の考察と次年度の課題

自動車学校や警察などの外部機関と連携し、交通安全に関する情報や資料を生徒に提供する。

一年次よりガイダンスや継続的なコース希望調査を用いて、進路への意識付けを行う。

工場見学やインターンシップにより実際の現場を経験させる。

各学年団と連携を図りながら、それぞれの学年に応じた体系的な指導を行う。

キャリアパスポートを用い学校生活全般を振り返ることで、自分の役割の価値を認識し、生き
方を意識させる。

自己の進路を実現するための手段の一つとして、資格取得に対する意欲の向上を図る。

実習、課題研究を通し、様々な課題を発見、分析し、解決する能力を育成する。

教科指導

主体的・対話的で深い学び
が達成できる授業の拡充 A

A

地域社会に貢献できる工業
人材の育成 A

生徒自ら課題を設定し、解決に向かう活動を推進する。

進路実現のための職業観・
勤労観の育成 A

A

交通安全教育の充実と改善
を図る。 B

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

<2学期末授業アンケート>
・授業中に自分で考える時間がある95%
・ICTを使った授業のわかりやすさは普通以上である
80%

<2学期末授業アンケート>
・ペアやグループで話し合う機会がある84%
・授業の理解度は普通以上である92%

＜学校生活アンケート・いじめアンケート＞
あなたは前回のアンケート以降、いじめを受けたことが
ある。　生徒　0.33%
あなたは前回のアンケート以降、他の人がいじめられ
ているのを見たことがある。　生徒　0.16%

＜学校満足度アンケート＞
本校の校則は厳しいと思う。
生徒　1年85%　2年83.9%　3年84.8%

工場見学やインターンシップは進路を決定するための
役に立った。　　82％

進路実現するために資格を取得することが大切だと思
う。　98％

学校運営計画（４月）
学校運営方針 日本国憲法、教育基本法の精神に則り、自律心や創造性を培い、心豊かで責任感あふれ、自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応し、地域社会に貢献できる工業人の育成に努める。 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

・テクノボランティアとともに地域貢献活動の推進（柔軟な生徒派遣）を行う。

生徒指導

全職員でいじめの未然防止、
早期発見、早期対応に取り
組む。

A

A

・充実した授業(ＩＣＴ機器の活用・ＡＬ)を展開することで、生徒の基礎学力･技能の養成に努める。

A

・幅広い人づくりを推進するため、部活動を活性化させる。

・教員がしなやかな人権感覚をもち、道徳心やいじめ撲滅等に向けた人間力の育成を行う。

・工業高校らしい特色ある教育活動の実施において、広報活動の強化・充実を図る。

・ホームページやＳＮＳ等、中学校訪問の充実を図るとともに、戦略的展開における広報活動を実施する。

・キャリア教育を充実させ、向上心に溢れ、高い志を持つ生徒の育成を行う。

・「テクノボランティア」活動の活発化と、地域との連携を深め、その内容の充実を図る。

・ものづくり部の指導体制の確立と活動の充実を図る。

・ものづくりは人づくりの観点から、挨拶指導や身だしなみ指導等を徹底する。

・資格取得や基礎学力の育成のため、指導体制を強化する。

・「ものづくり教室」や課題研究・文化祭等のテクノボランティアで確実な成果を上げる。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「技を磨き、地域社会に貢献できる工業人材を育成する学校」
生徒の関心に応じて専門分野を選択できる得意技コース制や、ものづくりを通した教育の充実により、

確かな工業技術を身に付け、地域の産業や社会に貢献できる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
　〇浮工チャレンジャーズを合言葉に、何事に対しても積極的に挑戦する態度を育む。
　○あいさつ５Ｓ活動を通して、気持ちの良い挨拶、社会人としての礼儀作法を身に付ける。
　○地域を愛し、積極的に地域貢献しようとする人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

カリキュラム・ポリシー
　〇生徒が希望する資格や技術を習得し、進路を実現するための「得意技コース制」の充実
　〇地元企業への工場見学・インターンシップの実施など、地域と連携したキャリア教育の推進
　〇地域貢献の精神を育成するための「テクノボランティア」の実施
　〇習熟度別・少人数指導、ＩＣＴ機器の活用など、きめ細かな授業の展開

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

アドミッション・ポリシー
　〇ものづくりに興味がある人
　〇資格や技術を身に付けて自らの進路を見つけたいと思っている人
　〇何事も粘り強く取り組むことができる人
　〇人と協力して積極的に取り組む姿勢を持っている人
　〇学校行事や部活動にも積極的に取り組むことができる人

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

ICT機器を効果的に活用し、わかる授業を展開する。

キャリアプランニングの一環
として、資格取得に対する意
欲の涵養

A

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

「ものづくり」や「テクノボランティア」を通して、地域貢献できる人材を育む。

生徒の実態に応じて、最適な学習支援を行う。

進路指導

新教育課程に則した授業計画の改善を図り、生徒の授業満足度を向上させる。

考査前学習会の改定を行い、クラスで対話的に学習し合う環境を作る。

学校いじめ防止基本方針を共通理解し、いじめの起こりにくい環境づくりに努める。

キャリア教育の充実と得意技コース制の活性化を図り、就職率１００％の維持と進路内容の充実を図る。

テクノボランティア（実習の成果を生かした地域貢献・社会貢献活動）の拡充を図る。

ものづくりを通した人づくりを推進する。

広報活動を充実させ、地域に信頼される学校づくりを行う。

授業環境と教務規定等の整
備

基本的生活習慣の確立と規
範意識を育む。

基礎学力の定着および社会
人としての態度の育成

学習環境の整備と授業規律を徹底する。

教務規定等の見直しを図り、本校の実態と社会に則した教育環境を推進する。

各教科・担任・保護者との協力体制を築き、情報の取得と共有をする。

挨拶指導や身だしなみ指導を実施し、端正な服装と自律性ある態度を育成する。

校内の巡回指導を実施して生徒の実態を把握し、学年や学科と連携して規範意識を高める。

専門的知識を有する外部人材を活用した講演会を実施し、生徒が学習できる機会を設定する。

対外的な模試等を実施し、学力を客観的に考察させることにより学習意欲を喚起する。

普通教科、専門教科と連携し、生徒の満足度を高める。

就職試験や大学入試の傾向を分析し、生徒に情報を提供することで基礎学力の重要性を認
識させる。

<学校満足度アンケート>
・教育環境が充実している90%

＜講演会実施後保護者アンケート＞
講演会の内容に満足している。100%
生徒の携帯の使い方やインターネットの関わり方は適
切だと思う。0%

就職・進学するために、基礎学力は重要だと思う。
94％

　本校は、創立１１８年目の歴史と伝統を誇る県
下でも屈指の工業高校である。就職率１００％、
四年生大学進学者等を含め就職・進学ともに安
定した進路実績がある。このことは、工業教育
を永年にわたり実践してきた歴代校長以下、本
校職員の実践が奏功、かつ有為な社会人とし
て卒業生が活躍してきたことの賜物である。全
学科得意技コース制の積極的運用を通し、地
域社会に貢献できる工業人育成学校を目指
す。
　「時を守り、場を清め、礼を尊ぶ　浮工チャレン
ジャーズ」を合言葉に生徒と教師が一致団結し
何事にも挑戦し続ける校風をさらに醸成するこ
とや、あいさつ５Ｓ活動に取り組み、「時を守り、
場を清め、礼を尊ぶ」の徹底を図り、地域から
愛され必要とされる人材を育成する学校作りに
邁進していく。

学校生活アンケート等を実施し、生徒情報を共有し、全職員で適切な支援を行なう。

生徒指導部通信を発行し、生徒だけではなく保護者に対しても情報の提供や注意喚起を促す取り
組みを行い、家庭との連携を強める。

定期的に交通に関する集会を実施し、交通安全に対する意識向上に努める。

通学で使用している自転車やバイクの定期的な点検を行う。

A

・授業について、ICTを活用した授業を増やし、視覚的聴覚的なわかりやすさの改善
が進んだことに加え、生徒同士が話し合い、自ら考えることに重点を置く授業への移
行を進めることができた。今後も対話的で主体的な深い学びを実現できるように、授
業の評価制度の見直しも含め改善していく。
・学習環境について設備の拡充が今年も行われた。今後も最新の設備を使った授業
が行えるように整備をしていく。授業規律について一部授業で上手く進まない状況が
あったので、調査及び改善を行った。今後も、よりわかりやすい授業運営がされるよ
うに管理をしていく。
・授業以外の補講等について、抜本的に見直し、新しい年間計画が企画できたの
で、次年度の実施に向けて進めていく。
・教務に関わる規定について、福岡県内の高校の情報を収集するとともに、最新か
つ実態に則した規定ができたので、次年度の実施に向けて進めていく。

A

生徒が自ら考えることに焦点を
おいた授業に取り組んでいる様
子をうかがうことができた。今後
も魅力ある授業の展開に努めて
いただきたい。
ICT機器も効果的に活用してい
ただき学習意欲の向上に努めて
いただきたい。

生徒が日々の学校生活を安全
安心に過ごすことができる環境
づくりに取り組んでいる様子を感
じ取ることができた。
また、今年度は二度の選挙等も
行われているので18歳成人を迎
えた生徒たちに選挙の大切さを
是非伝えてほしい。

A

・いじめに関して年度当初より生徒及び保護者に対し、見守りの強
化、相談窓口の周知徹底などあらゆる機会や生徒指導通信で呼び
かけ・発信することができた。この甲斐もあり安心安全に学校生活を
過ごすことができる雰囲気の醸成やいじめの予兆を見逃さない支援・
指導の充実につながった。次年度も未然防止に努める取り組みを継
続して行っていく。
・学校満足度アンケートにて校則が厳しいという回答が多く、現行の
校則と生徒の実態や世間・時代の流れ、他校の状況等を入念に比較
しながら、校則見直しが急務であることが明らかになった。次年度
は、生徒会役員や各種委員会の代表などと協議をし、校則改定に向
けた動きを本格始動する必要がある。

A

B

・第一希望で就職が内定した生徒の割合が88％、進学は95％で
あった。この成果は３学年の先生を中心に学校全体で進路指導
に取り組んだためだと考えている。次年度以降も、学校全体で生
徒の希望進路の実現のために生徒の興味・関心や適性を把握
し、適切な進路指導を行っていく。
・公務員希望者に対して多くの情報を提供していくとともに、でき
るだけ早い段階から試験対策を行うことで合格率アップに繋げて
いく。
・あいさつ５S運動を徹底することで、社会人として必要なマナー
や規律を身に付けさせ生徒の進路意識の高揚に努める。

A

生徒の将来の進路実現に向け
て今後もより一層の高みを目指
し、生徒の進路実現に向けて取
り組んでいただきたい。
次年度も生徒の興味・関心や適
性を把握した進路指導を行って
いただきたい。

７８
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生徒のための学校行事でもある
のでアンケートを取って生徒の
意見も取り入れながら満足度を
上げていただきたい。また、活気
ある学校生活に向けて部活動
の活性化にも励んでいただきた
い。

入学してから１年間で多くの事を
身に付けたと思う。基礎学力を
定着させることと基本的生活習
慣の確立は社会人になるにあた
り必要不可欠な要素であると思
う。1年時からコツコツと経験値
を積み上げていくこと大切であ
る。今後に期待している。

中堅学年としてインターンシップ
や修学旅行と行事が沢山あった
と思うが、次年度は本校の最上
級生としてリーダーシップを発揮
できるように指導していただきた
い。

生徒一人ひとりが生徒会の一員であることを自覚させ、それぞれの立場で役割を果たす態
度を養う。 A

A

A

A

・体育祭は、生徒ひとりひとりが、役割を自覚し、成功へと協力する姿が見受け
られた。それにより、高い充実感・達成感が得られていると感じている。次年度
は、より生徒のアンケートを反映しながら、満足度を上げていきたい。
・文化祭は、各クラス等の集団でより良い催し物をつくるために協力する姿が
あり充実感達成感に繋がっていると感じている。次年度は、来場者数を更に向
上させ、地域の注目度を上げていきたい。
・部活動に関するアンケートを生徒・職員ともに実施した。結果を踏まえ、次年
度の部活動内容や編成に反映させていきたい。

基礎学力の定着及び学力の向上に関しては学校満足度アン
ケートでは９０％近く学力や技能が身につくことができたと解答し
ているが、まだ定着までは至っていない生徒がいる。引き続き基
礎学力の定着を図っていきたい。挨拶をする生徒は増えたと感じ
られるが十分であるとは感じていない。今後も自ら率先して挨拶
してくれる生徒が増えるように指導をしていきたい。また、学校の
ルールを十分に把握させるとともに今後の学校生活が充実でき
るように学年集会などの時間を使い説明していきたい。

・インターンシップ及び修学旅行など学年の行事については、事前事後指
導とも学年で協力して実施できた。特にインターンシップは各事業所での
体験活動を通し、進路選択の参考にできた生徒が多かった。
・中堅学年としての言動や自覚は多くの生徒が身に付いてきた一方、こち
らが求めるリーダーとしての意識が持てている生徒や、学校全体のことを
視野に入れた行動ができる生徒はまだごく一部である。

体育祭の充実感・達成感
10段階中１０の生徒36％
文化祭の充実感・達成感
10段階中１０の生徒38%

運動部モチベーション平均値
10段階評価６．５
文化部モチベーション平均値
10段階評価６．５

学校満足度アンケートで教育環境は充実していると思
いますか。
1学年８８％

学校満足度アンケート
挨拶がよくできると思いますか：1学年９１％

＜進路意識調査＞具体的な希望進路について 決めて
いる・なんとなく決めている　４２（４月）→６１（１０月）

＜文化祭・体育祭事後アンケート＞
自分の役割を理解して、責任感のある行動ができまし
たか？　できた・ややできた　文化祭：９６％　体育祭：９
３％

A

A

A

A

A

挨拶の徹底

集団行動や学校行事などを通し、報告・相談・連絡ができる人材を育成する

ルールだけでなくマナーやモラルなどその場で正しい判断ができるように学校生活や学校行
事を通し、理解させる。

定期考査や資格取得に向けた意識向上の為の学習環境と環境整備を行う。

２つ以上の資格取得率１００％を目指す。

事前事後指導を徹底し、充実感のあるインターンシップを行う。

学校行事を通し、リーダーの活躍の場を設け、行事を成功させる。

学年集会の中で、学校行事を「こなす」から「作り上げる一員」の意識を醸成する。

A

A

自治的活動の活性化を図り、
充実した学校行事を実施す
る

部活動の充実

基礎学力の定着および学力
の向上を図り、３年後に向け
ての進路の高揚を図る

基本的生活習慣の確立

基礎学力と進路意識の向上

学校行事における自主的・主
体的意識および態度の育成

生徒会指導

第１学年

第２学年

A

式典や各種行事等において、各部署と協力、連携し、職員への周知、情報共有を行う。

大規模改造計画に対応し、各種行事の企画運営を行う。

教務、広報と連携し、中学校訪問や体験入学を通して、得意技コースの周知および本校の
魅力を中学生に伝え、志願者増につなげる。

ＰＴＡ行事等への保護者への呼びかけを積極的に行い、理解や協力を得る。ＰＴＡ行事につ
いて内容の精選を行う。

公開する学校行事を通して地域との良好な関係を築く。

学校行事を通して、同窓会、教育振興会との連携を築く。

中学校や塾への広報活動を年間を通じて早期的・効果的に行う。

中学校や新入生から意欲的に情報収集を行うとともに、各学科・部活動顧問等と情報共有、
共通認識を図る。

ＳＮＳを駆使し、情報発信の幅を広げるとともに、動画等で本校の魅力がわかりやすく伝わる
よう努める。

体験入学を通じて、中学生や保護者にものづくりや本校の魅力を伝える計画・内容の向上に努め
る。

コース制、各科の内容、進路実績などをわかりやすく伝える。

中学生体験入学、進路相談
事業や高校説明会等におい
て、本校の魅力を丁寧にわ
かりやすく伝える。

A

研　　修

働きやすい環境をつくるため
職員のニーズに即した研修
の企画運営を行う。

B

教育情報

ＩＣＴ機器を活用した効果的な
授業の推進 B

日常の清掃活動を通して，美
化意識の向上に努める。 Ｂ

Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの活用を推進し、学習効果を高める。

ネットワークの安定運用 A

保　　健

全職員と連携した保健業務
を行い，生徒の心身の健康
維持を図る。

Ａ

図　　書

図書館の環境整備を行い、
生徒の読書活動を支援す
る。

A

第３学年

最高学年として、日常生活の
中でリーダーシップを発揮
し、下級生の目標となる。

B

「朝の読書」や「芸術鑑賞教室」を
充実させ、生徒の感性を豊かに
する取り組みを行う。

「朝の読書」を浸透させ、落ち着いた学習環境作りに寄与する。

「朝の読書」を通して、読書の習慣化と読解力の向上を図る。

「芸術鑑賞」によって豊かな心を育み、芸術に親しむ習慣を培う。

集会等において、生徒が主体的に行動できるような指導体制の構築を行う。

学年およびクラス代表生徒による整列指示等の徹底。

代表以外の生徒についても、指示待ちでなく、先を見据えて行動する意識の涵養を図る。

日常的に生徒と会話をし、生徒の個性に応じた進路情報の提供を行う。

入社（入学）試験に対応した学習や面接等の指導を行う。

生徒個々人が希望する進路
選択を実現できるようにす
る。

生徒会・リーダーが、主体的な行事運営を行うことで生徒会活動の活性化を図る。

部活動に対する生徒の意識調査を実施し、現状把握を行う。

部活動に対する職員の意識調査を実施し、現状把握を行う。

働き方改革を進めつつも、生徒が充実感のある運営をめざす。

学習集会等の学習を深める場での教員、生徒が互いに自助、共助できる雰囲気づくり

学習活動に取り組みやすい教室の環境整備

学年集会等を使い、各コースについての理解度を深めることで個人の進路への意識を高め
る。

B
中堅学年としての立場を理解し、周囲に配慮した言動がとれるよう指導を行う。

日々の清掃状況を把握し、職員による支援や指導を通して校内美化に努める。

・セルフチェックに加えて「SOSの出し方講演会事後アンケート」の結果か
ら、生徒が自己を振り返る機会を通して相談できるきっかけづくりになった
ことがわかる。また、職員研修では事例検討を行い、手法や連携の取り方
を考える一助となった。職員や校外の機関と連携しながら生徒の課題に
対応するために、継続して調査や研修などの情報提供を行う必要があ
る。
・美化コンクールは回数を追うごとに掃除への意識が高まり、 取り組みが
向上したことがわかる。一方、人数の配分や汚れの落ちにくさなどの課題
の生徒から挙げられた。各クラスへ還元して、掃除場所の応じた人数配置
を依頼したり、道具の補充を行う必要がある。

・改装された新しい図書館の環境整備を進め、生徒の利用を促
すことで本の貸出数を増やすとともに、「朝の読書」を充実させ
る。
・図書委員会の活動を活性化させ、読書週間や文化祭において
独自の企画を展開するなど図書委員会の取組みを深化させる。
・１１月実施予定の芸術鑑賞教室を、総務企画課と連携しながら
成功させる。

・集会においては、各クラス代表の支持がよくできていたように感
じる。一方で、それ以外の生徒の意識が確立できていない場面も
多少はあった。
・年度当初より、進路に対する意識付けを機会を捉えて行ってき
たが、不十分な点も感じられる。やはり入学当初からの意識付け
が必要であろう。

Ａ

A

A

A

＜学校生活満足度アンケート＞
浮羽工業における3年間の高校生活で成長を感じられ
るか。
保護者　97％　　生　徒　92％

朝の読書について感じていること
自分では読まないのでよい機会29%
心が落ち着いてよい20%

A

社会人としての挨拶や身だしなみについて、日常の中で身に付けさせる。

＜学校生活満足度アンケート＞
先生方が将来の進路について相談に乗ったり、アドバ
イスをくれる。
保護者　96％　　　　生　徒　98％

美化コンクールを実施し、清掃活動の徹底と美化意識の向上を図る。

掃除道具の調査や掲示物作成、委員会による呼びかけを通して過ごしやすい環境を整え
る。

図書館の移動を円滑に行い、新しい図書館の環境を速やかに整える。

生徒のニーズに即した選書を行い、貸出数を増やす。

図書委員会の活動を活性化させ、生徒の読書活動をさらに活発にする。

クロームブックの活用状況は週３日程度と答えた生徒
が多く、その効果は、学習内容に興味がわきやすい，
問題や課題に取り組みやすい，学習が楽しいなどの回
答が多かったが、活用頻度は教科による差が大きかっ
た。

既存データの整理整頓の推進を図ることができた。

この調査を終えて、あなたは自分のことを理解できたと
思いますか？
はい：82.6％

美化ｺﾝｸｰﾙを通して、①掃除への意識がとても
向上した
７月：29.0％→10月：36.9％
②一生懸命取り組んだ
７月：40.6％→10月：42.9％

学校の図書館を利用していますか
よく利用している5%
まったく利用していない56%

・田主丸中学校出前授業アンケート
もの作りの楽しさや達成感を味わうことができた。
高校生の皆さんが優しく楽しく接してくれたので体験入
学に参加してみたいと思いました。

ＩＣＴ機器の管理を徹底し、トラブルへの迅速な対応を行う。

ＩＣＴ支援員と連携し、ＩＣＴを活用した学びを積極的にサポートする。

ネットワークセキュリティを確保し、情報漏洩防止に努める。

各科、各分掌と連携し既存データの整理・整頓を図る。

各分掌と連携し、校務支援システムのスムーズな運用体制を築く。

保健室を利用する生徒へ適切に対応し、担任や学年等との連携に努める。

生徒の自己を振り返る機会を設けて、年２回のセルフチェックを行い、自己理解の深浅を把
握するとともに日頃の教育活動に役立てる。

教育相談委員会やSC・SSW等の相談機関を活用し、状況把握や助言を受けて早期対応を
行う。

職員の資質や力量を向上し、
授業改善のための研修を行
う。

A

A

Ａ
・各種学校行事が、滞りなく実施できるよう各部署との連携や情
報交換を入念に行う。
・創立１２０周年記念行事に向けての準備を進めるとともに同窓
会・PTAとの連携を図る。
・PTA行事の精選や組織の見直しを行い、行事の充実を行うとと
もに保護者への負担を少なくする。
・広報課と連携しながら、浮羽工業の良さと工業高校の魅力を伝
え、志願者増につなげる。
・総務企画内の業務内容の共有化を行い、業務の効率化を行
う。

高校説明会においての説明内容をさらにブラッシュアップし、中学生にとって気になる学校の
１つになるよう努める。

職員の要望に応え、職務の遂行に役立つ校内研修を行う。

職員が学び続けることができる働きやすい環境をつくるための研修を行う。

外部講師を積極的に招聘し、職員が積極的に参加できる研修を企画する。

１学期（６月）に授業参観月間、２学期（１１月）に研究授業月間を設定する。

ICT研修等を通して、授業改善に資する研修を行う。

キャリアアップ講座等外部研修の受講斡旋を推進する。

職員研修に参加してよかった100%

職員が働きやすい環境の推進を図ることができた。

年2回の授業参観・研究授業月間を実施することがで
きた。

・学校満足度アンケート結果
３年保護者18項目、全学年生徒22項目で実施
3年保護者：入学して良かったか：良かった　97％
生徒：入学して良かったか：良かった　83％〜87％

・PTA懇談会保護者アンケート
たいへん良かった（２３％）良かった（７７％）
・ＰTA総会授業参観アンケート
　授業参観
　大変良かった（２２％）良かった（６８％）
　PTA総会
　大変良かった（２２％）良かった（３３％）

広　　報

保護者、地域、同窓会との協
力関係を築き、学校の活性
化につなげる。

Ａ

Ａ

地域や中学校に向けて広報
活動を戦略的に展開する。 A

A

総務企画

学校各種行事を円滑に遂行
する。

・体験入学アンケート
進路決定の参考になった98％
自分が体験したことのないことが沢山あり楽しかった。
とてもわかりやすくて参考になりました。

A

創立120周年に向けた各行事の
設定をよろしくお願いいしたい。
また、広報活動ではホームペー
ジやインスタグラム等を活用した
情報発信に取り組んでいただき
中学生の興味を引いているよう
に思われる。次年度も広報活動
に力を入れて生徒募集に繋げて
いただきたい。

・HPやインスタグラム更新での本校の魅力を発信することはでき
たが、動画の発信までには至らなかった。動画の発信は、各科
や各部の協力がないとできないと考えているので、もっと連携を
図っていきたい。
・中学校での進路説明会においては一定の評価を各中学校から
頂いた。もっと説明会の機会を得るような働きかけをしていきた
い（特に久留米地区【第8学区】）。
・ものづくりに触れ合う機会が少なくなってきている中学生に対
し、どのようにものづくりの魅力を伝えるかを企画していく。

A

総務企画と連携を行っていただ
き次年度も本校の魅力を発信し
続けてほしい。出前授業等も中
学校側から好評ということで次
年度も継続して取り組んでいた
だきたい。

・来年度も職員のニーズに応えながら職員が抱える校内外の諸
課題を解決できる内容を企画していく。
・教育センターをはじめとする外部の研修について積極的に案内
をし、多くの職員が参加できるよう働きかける。
・授業参観月間・研究授業月間を引き続き設定し、職員が切磋琢
磨しながらより良い授業構築ができる環境を整える。

A

次年度も生徒のために職員研
修の充実と先生方の資質、授業
力向上のために、日々研鑽に励
んでいただきたい。

近年社会問題となっている携帯
電話等のSNS上の問題におい
て、SNS等におけるマナー教室
の開催なども含めて次年度以降
も継続して取り組んでいただき
たい。

A

・Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋを活用する場面は増加してきている。教科での
活用が増えるようＩＣＴの活用事例等を発信していく。
・改築工事によるネットワーク構成の変更では、大きなトラブルも
なく対応できた。次年度も改築工事が続くので、いち早く対応でき
るスキルアップに努める。

多様な子どもたちへの個に応じ
た対応をしていただいている。次
年度も引き続き生徒が困り感を
抱いたときに相談できる体制づ
くりをお願いしたい。

本を読む習慣がない生徒たち
に、読書に興味が持てるような
工夫をしていただきたい。さら
に、改装された図書館の活用促
進を図っていただきたい。

学校満足度アンケートでは保護
者、生徒ともに高い満足度の実
績があるので、次年度以降の３
年生も本校で学んでよかったと
思っていただけるような指導を
お願いしたい。

A

A

A

A
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

A

A

A

安全に作業を行えるように環境整備に努め授業を行った。その甲斐もあり
今年度は大きな怪我もなく取り組めた。また、担任と連携を密にし生徒の
情報共有を行うことで生徒の基本的な生活習慣の確立を図ることができ
た。資格取得は、昨年度と比較すると決して合格率が高くなったとは言い
難い。次年度は合格率が上昇するように職員一丸となり資格取得の指導
に取り組んでいきたい。
製図や課題研究などものづくり活動を充実し、進路意識向上を図ることが
できた。

A

学校満足度アンケート
教育環境は充実している
保護者９４％

学校満足度アンケートより
資格試験合格に向け、効果的な指導を充実し
ていると思います。
保護者９6.9％

学校満足度アンケートより
校則を守り、社会人に向けて規律正しく生活していると
思いますか。
保護者90.5％　生徒81.8％

学校満足度アンケートより
分かる授業や学習意欲が持てる授業をしていると思い
ますか。
保護者94％　生徒90％

学校満足度アンケートより
校則を守り、規則正しい生活を送っているか。
保護者90.5％生徒81.8％
挨拶ができていると思うか。保護者90％生徒92％

学校満足度アンケートより
資格試験に向けた効率的な指導
保護者96.9％　生徒94％
必要な進路情報を提供しているか
保護者99％　生徒96％

学校満足度アンケート
資格試験に向けた、効果的な指導
保護者：96.9％　　生徒：94％

学校満足度アンケート
進路についてのアドバイスや相談
保護者：99％　　生徒：97％

A

B

A

B

A

A

A

本校の根幹となる学科でもある
ので教育環境のさらなる充実を
目指しものづくりに取り組んでほ
しい。資格取得にも励んでいけ
る環境づくりも行っていただきた
い。

・工業人としての礼儀、マナーと社会で必要となる資質や能力についての社会性が広がる指導を
行ってきた。しかし、学校生活アンケートの「校則の遵守と、社会人に向けて規律正しい生活ができ
ているか」の質問で保護者は１割、生徒は２割程度「そう思わない」との回答がある。次年度はこの
結果を活かし、なぜ、ルールやマナーを守る必要があるのかという点を重点的に指導を行い生徒
の成長に繋げた取組を行っていきたい。
・少人数ではあるが、授業アンケートで「授業が分かりづらく学習意欲が持てない」との回答があ
る。生徒が主体的に学習に取り組める環境構築が急務だと考えている。その実現に向けて次年度
は、教科指導の在り方を見直し、生徒がより主体的に授業に取り組み多くの事にチャレンジしやす
い環境づくりを行っていきたい

・生徒の卒業後の進路を考慮し、常に生活習慣や礼儀作法を意
識させるように指導を行ってきた。少しずつではあるが生徒も状
況に応じた対応ができるようになってきたと感じている。次年度も
継続して取り組みたいと考えている。
・今年度は、資格取得や進路指導と関連付けて各科目の指導に
取り組んだ。次年度は、指導する側において全学年・全科目にお
いてこれらの意識を持ち取り組める体制作りを行いたいと考えて
いる。

・「あいさつ」を含めた規律の重要性を理解する生徒は増えた。次
年度は、社会人としての基本的な姿勢を身に付けさせていきた
いと考えている。
・電気科として重要視する資格については、クラス一丸となって
の取得意欲を養成することができた。次年度は、上級資格への
挑戦意欲の向上をさらに図る。

A

工業人として必要な基礎基本を
しっかり身に付けさせるととも
に、マナーやモラルを守る必要
性を生徒たちにしっかりと指導を
行ってほしい。また、新しい事に
チャレンジする精神も鍛えてほし
い。

A

資格取得は学習活動に取り組
むための一つのきっかけとなる
と考えているので、今後も、生徒
の学習意欲向上のために資格
取得、授業、進路目標と３つを
関連付けた教育活動をお願いし
たい。

電気科として重要視する上級資
格が電気科全員が取得できるよ
うに資格指導の重点化を図って
いただきたい。

A

A全生徒との個人面談を行い、論述的表現能力の育成を図る。

インターンシップ等、外部との連携を密にし、社会から求められる人材を育成する。

基本的な生活習慣の確立を
図る。

資格取得・ものづくりの充実
を図り、進路意識の高揚を図
る。

人格形成と資格取得に取り
組み、より良い進路実現が果
たせるように努める。

ものづくりを通し学んだことを
活かし、地域と連携すること
で学校の活性化に繋げる。

生徒が社会に出た際に困ら
ないような、生活習慣や礼儀
作法を身につけさせる指導を
行う。

進路決定を見越した資格取
得の充実化・支援を行う。

製図、実習、課題研究、ものづくりなどの活動を充実させ、進路意識の高揚につなげる。

時間と規則を遵守するとともに礼儀や正しいマナーを身に付け、社会性を広げる指導を行
う。

生徒の主体的な資格試験への取り組みを促し、全資格試験の合格率向上に繋げる。

進路先の研究を深め、適正率の高い第１希望の決定とその合格率を高める。

建 築 科

環境デザイン科

機 械 科

資格取得に対する生徒の意識向上を図り、最低3種類の資格を取得させる。

産業現場が求める資質を習得させ、皆勤・精勤７５％を目指す。

実験･実習の時間を通して時間の厳守・身だしなみ・挨拶等の徹底した指導を行う。

資格指導を通した自宅学習の習慣化を図る。

基本的な生活習慣を確立し、
規則を遵守する態度を育て
る。

進路意識の高揚を図り、社会
人として通用する資質を身に
つけさせる。

電 気 科

地域と連携したものづくりを実践し、社会貢献に主体的に取り組む態度を育成する。

伝統を守りつつ、生徒の意見を反映させながら、日々新しい実習内容にチャレンジする。

体験入学やSNSを有効に活用し、環境デザイン科の特色をPRする。

あいさつ５S運動に積極的に取り組み、清々しいあいさつが出来る様に指導を行う。

時間の厳守、返事の徹底を図り、社会人として必要な礼儀の指導を行う。

授業等での報告・連絡・相談の徹底や身だしなみに関する指導を充実させる。

科の特色や生徒のニーズに応じた資格指導を充実させる。

指導体制の充実や環境整備を行い、手厚い資格指導を行う。

進路に関する知識や情報を収集し、個に応じた指導に努める。

５Ｓを意識させた挨拶や身だしなみ・時間厳守・提出物期限の厳守など指導を徹底する。

実習などの授業では、環境美化・環境整備に努め、規律や安全面の指導徹底を図る。

担任や保護者との連携を図り、家庭での規則正しい生活の啓発を図る。

各種検定試験において昨年度以上の合格率を目指す。

ものづくりを通して得た技術をもとに、テクノボランティア活動で地域貢献をする。

入試倍率について機械電気系は充足しているようだが、建設系が苦戦
を強いられているように感じる。この建設系について次年度以降は、志
願倍率が上がるような取り組みを行っていただけることを期待している。

学力向上に努め、資格取得
の推進及び合格率の向上を
目指し進路実現につなげる。

A

学校関係者評価

・進路指導の充実と3年間を見通したキャリア教育の構築：生徒の進路実現に向けて、3年間のキャリア教育を確立させ浮羽工業高校で学んでよかったと思えるシステム作りを行う。

・基礎学力の定着と資格取得の推進：資格取得の充実と基礎学力の向上。基本的生活習慣と社会性の確立を目指した指導の徹底を図る。

・専門高校の魅力発信と広報について：学校ホームページやSNS等のあらゆる手段を使い専門高校としての魅力ある学科づくり・学校づくりを行う。

・政治教育の充実：若者の政治離れを防ぐために限りある時間ではあるが政治教育を行っていく。

・学習環境の整備：生徒が学習意欲が高められるような環境づくりを行っていく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

テクノボランティア、地域や中
学校へのＰＲ活動を推進す
る。

A

日頃から、生徒の状況を共有し、、学科職員全体で生徒を指導する体制を作る。

規律の大切さを実感させるために、実習においては、機器類の安全な操作方法や道具等の
整理整頓の徹底を図る。特に安全作業での６Sをよく理解させ、行動できる力をつける。

材料技術科

基本的生活習慣の確立を図
る。 A

得意技コース制の運営を円滑にし、魅力を発信する取り組みを行う。

産学官連携事業など専門教科の学習を通して職業観・勤労観を養い、実社会で生きる力を
育成する。

テクノボランティアを充実させ、地域との連携を深めるための施設設備の充実を図る。

出前授業や地域の活動等に積極的に参加し、最新情報を発信することで、学校のＰＲに繋げて行
く。

広報と連携しホームページを充実するとともに、わかりやすく興味・関心を持たれる内容とな
るよう工夫する。

工業教育

魅力ある学科、得意技コース
制の活性化を図る。

学科の教育内容の充実を図るとともに、得意技コース制の特色を活かし幅広い知識を身に
付けさる。

学校満足度アンケート
校則を守り、社会人に向けての規律正しく生活している
保護者：90.5％　生徒：81.8％

社会に出て役立つ技術や技能、資格が取得できるか
保護者：96.9％　生徒：97.2％

A
学校満足度アンケート
専門科目についての基礎的な学力や技能の定着
保護者98.9%　生徒：95.3％

資格試験に向けた、効果的な指導
保護者：96.9％　　生徒：94％

得意技コース選択について
・コース選択で参考となったもの
　工業技術基礎５１．５％
　希望進路先３３．８％
・満足度
　大変満足１３．２％
　満足８０．９％

テクノボランティアについて
・１年生に対してのテクノボランティアの認知度
　知っている７．４％　　知らない９２．６％
・特にしたいことはの問にないとの回答が多かったが、
中には学んだ知識を生かして地域に貢献したいとの回
答もあった。

A

A

資格取得の指導と授業の関連性を密にし、放課後等の時間を使い知識を深め試験直前に
集中対策講座を行うことで金属熱処理技能士の合格率を７０％を目指す。

授業改善に取り組むとともに、生徒個々の力に合った指導を放課後や考査前学習会で行
い、専門教科指導の充実を図る。

インターンシップや工場見学等で就業心をよく理解させ、学校生活の中に取り組み、行動で
きる人材育成を図る。の事前指導や面接指導を全職員で取り組む。

学科のすべての活動の中で、服装や礼儀、挨拶５Sの指導を徹底し、社会性を身に付けた生
徒の育成を行う。

A

・得意技コース制について、３回の希望調査を実施した。担任の先生方の協力
もあり、円滑にコース選択決定が出来たことは大変良かった。
・テクノボランティアを推進しているが、次年度は、今年度以上に内容を充実さ
せ、さらに地域や中学校に対して情報を発信する必要がある。
・ジュニアマイスターの申請について年々減少しているように思える。ジュニア
マイスター顕彰を一つの励みに資格取得やものづくり大会に意欲的に取り組
む姿勢を養うことも必要である。
・工業高校教員研修会においては、２００名近くの県の工業高校の先生方に参
加していただいた。会場である九州産業大学のご協力もあり問題なく実施でき
盛会に終わったことは大変良かった。

・服装や礼儀、挨拶、５S活動の徹底は、工業人として活躍する社
会人としては必要不可欠な要素だと考えている。工業人育成の
観点からも、この取り組みは、次年度も継続して取り組んでいき
たいと考えている。
・生徒の学習力向上を図るためには、先生方の授業改善が必要
不可欠である。そのためにも生徒の個々の状況把握は大切であ
る。学科全体で生徒の学習面や生徒個人の特性等の情報共有
を行い生徒のさらなる基礎学力向上に努めていきたい。また、次
年度は、希望進路の実現に向けてならびにｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ受賞を
目標に、人柄的にも成長できる環境づくりを行っていきたいと考
えている。

A

基本的生活習慣の確立は社会
人として必要不可欠だと感じて
いる。次年度も引き続き指導を
お願いしたい。また、先生方の
授業力向上も図っていただき生
徒の学習意欲向上につなげて
いっていただきたい。

本校の生徒達には、これからの
少子高齢化となる日本において
次世代のものづくりのスペシャリ
ストとなれることを期待してい
る。そのためにも先生方をはじ
め学校には、各学科の魅力ある
取り組みを前面に出してものづく
りに精力的に取り組んでいただ
きたい。
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